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7-12  生態系 

7-12-1 調査内容 

生態系については，地域を特徴づける生態系に関し，上位性（事業計画地及びその周辺に分

布する環境類型区分に成立する生態系の食物連鎖の頂点に位置する種とその分布環境），典型性

（事業計画地及びその周辺において特徴的と考えられる分布・生育環境（優占する環境類型区

分）とそこに分布・生育する生物群），特殊性（事業計画地及びその周辺の，典型性では把握し

にくい特殊な分布・生育環境とそこに分布・生育する生物群）の視点から動植物調査結果を整

理・検討することで，事業計画地及びその周辺に成立する生態系について調査しました。 

調査内容は，表7-12-1に示すとおりです。 

 

表7-12-1 生態系調査の内容 

カテゴリ 内 容 

調査項目 上位性，典型性，特殊性 

調査方法 「7-10 動物」，「7-11 植物」に示す調査方法 

調査期間 「7-10 動物」，「7-11 植物」に示す調査期間 

調査位置 「7-10 動物」，「7-11 植物」に示す調査位置 

 

調査手順は以下に示すとおりです。 

① 地域生態系における動植物その他自然環境に関わる概況の把握 

② 非生物環境や現存植生等から環境類型を区分 

③ 環境類型区分ごとに主な生物種を整理 

④ 生物種の相互関係を食物連鎖模式図化 

⑤ 上位性，典型性，特殊性の視点から注目種を抽出 

 

7-12-2 調査結果 

(1) 動植物その他の自然環境に係る概況 

事業計画地及びその周辺の主な自然環境等は，表7-12-2に示すとおりです。 

 

表7-12-2 生態系調査の内容 

項 目 主な自然環境等 

地形 山麓地 

表層地質 泥質岩及び花崗岩質岩石 

土壌 褐色森林土壌 

動物 「7-10 動物」の項参照 

植物 「7-11 植物」の項参照 
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(2) 地域を特徴づける生態系の環境類型区分及び生物種 

環境類型区分は，確認された動植物の生態及び分布を考慮すると地形と植物の項目で示し

た現存植生が主な区分単位になります。事業計画地及びその周辺においては，広くスギ・ヒ

ノキ植林が優占しており，その他の群落はわずかに分布している状況でした。このため，動

物の行動域で検討した場合，それぞれの群落で独立した生態系を有することはなく，それぞ

れが連携して一つの生態系を形成しているものと考えられます。 

これらのことから，事業計画地及びその周辺では，環境類型区分を陸上に成立している「陸

域生態系」と水域（河川・渓流）に成立している「水域生態系」の２つに分けて整理・検討

を行いました。 

 

なお，ここでは，調査範囲（事業計画地及びその周辺 200ｍの地域）のなかで成立してい

る生態系について検討しました。 

 

図7-12-1 生態系調査範囲のイメージ 

 

環境類型区分ごとの特徴，各環境類型区分ごとの生物種及び食物連鎖図については，それ

ぞれ表7-12-3，図7-12-2，表7-12-4，図7-12-3に示しました。 

 

表7-12-3 環境類型区分ごとの特徴  

基盤環境 特  徴 

陸域生態系 

動植物調査範囲内の多くを占める，陸域に成立している生態系

です。植生では，スギ・ヒノキ植林が調査範囲の大部分を占め

ており，その他にアカマツ群落，コナラ群落などが点在してい

ます。これらの群落はいずれも人為的な影響を強く受けた植生

であり，事業計画地及びその周辺を代表する群落です。 

水域（河川）生態系 

動植物調査範囲内では，事業計画地周辺を集水域とする恵下谷

川及びその支川と，事業計画地の東側を流れる不明谷川の２つ

の水系が存在しています。どちらも山地上流部を流れる渓流

で，タカハヤ・カワムツ等の魚類・カゲロウ類・トビケラ類等

の水生昆虫類等が生息しています。 

調査範囲に成立している生態系 
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図7-12-2 調査範囲における環境類型区分 

この地図は，国土地理院長の承認を得て，同院発行の1：25,000(地形図)を複製したものです。       

（承認番号 平22 中複 第33号） 
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表7-12-4 環境類型区分ごとの構成種 

基盤環境 陸域生態系 水域（河川）生態系 

哺乳類 

イタチ属の一種，テン，ノウサギ，ハタネ

ズミ，アカネズミ，ヒメネズミ，タヌキ，

アナグマ，イノシシ，ニホンジカなど 

－ 

鳥 類 

ホトトギス，コノハズク，アオゲラ，イワ

ツバメ，センダイムシクイ，カケス，シジ

ュウカラ，ヤマガラなど 

カワガラス，ミソサザイ，キセキレ

イなど 

両生類 

タゴガエル，トノサマガエル，ヒキガエル，

シュレーゲルアオガエル，モリアオガエル

など 

ブチサンショウウオ，カジカガエル

など 

爬虫類 
トカゲ，カナヘビ，シマヘビ，ジムグリ，

ヒバカリ，ヤマカガシ，マムシなど 
－ 

昆虫類 

オニヤンマ，シオカラトンボ，オオカマキ

リ，アカサシガメ，ハンミョウ，ナミテン

トウ，キイロスズメバチ，ウシアブ，キリ

ギリス，ナナフシ，ラミーカミキリ，アオ

ハナムグリなど 

コオニヤンマ，ヘビトンボ，モンキ

マメゲンゴロウ，など 

魚類 － 
タカハヤ，カワムツ，アマゴ，アユ，

ウグイ，アカザなど 

陸産貝類 
ヤマタニシ，ヤマクルマガイ，ナミギセル，

ヤマナメクジ，シメクチマイマイなど 
－ 

底生動物 － 

ナミウズムシ，カワニナ，モンカゲ

ロウ，クビワユスリカ，ウルマーシ

マトビケラなど 

植物相 

スギ，ヒノキ，アカマツ，コナラ，アラカ

シ，ウラジロガシ，ケヤキ，ヤブニッケイ，

モミ，クズ，コアカソ，ヨシ，ススキなど 

－ 

蘚苔類等 
オオミズゴケ，カビゴケ，イトゴケ，キヨ

スミイトゴケなど 
－ 

菌類等 
ヒラタケ，アカヤマタケ，キツネタケ，ナ

ラタケ，テングタケ，クリタケなど 
－ 

付着藻類 － 

藍藻類（ヒエラ科，ユレモ科など）

珪藻類（メロシラ科，ニッチア科な

ど）緑藻類（ヒビミドロ科，ツヅミ

モ科など） 

植生 
スギ・ヒノキ植林，アカマツ群落，コナラ

群落，モウソウチク林，ヨシ群落 など 
開放水域 
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注）猛禽類については，今回の調査結果からは事業計画地内を主要な採餌場として利用していないものと考えら
れますが，今後，生息状況が変化する可能性が考えられるため，陸域生態系と水域生態系の両方の生態系の
上位に配置しました。 

図7-12-3 調査範囲における食物連鎖模式図 

事業計画地及びその周辺の生態系 

陸域生態系 水域生態系 環境類型区分 

 

 

 

生産者 

植物群落 

付着藻類等 

スギ・ヒノキ植林,アカマツ群落,コナラ群落，
モウソウチク林，ヨシ群落，ススキ群落など 

植物種 

スギ，ヒノキ，アカマツ，コナラ，アラカシ，

ヤブニッケイ，モミ，ヨシ，ススキ，コシダ，

ウラジロ，クラガリシダ，オオミズゴケ，カビ

ゴケ，ナラタケ など 

藍藻類 
（ヒエラ科，ユレモ科な
ど） 
珪藻類 
（メロシラ科，ニッチア科
など） 
緑藻類 
（ヒビミドロ科，ツヅミモ
科など） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

消費者 

昆虫類（草食） 

キリギリス，ナ
ナフシ，ラミー
カミキリ，アオ
ハナムグリなど 

底生動物（草食） 

ナミウズムシ，カワニ
ナ，モンカゲロウ，ク
ビワユスリカ，ウルマ
ーシマトビケラなど 

魚類 

タカハヤ，
カワムツ，
アユ，ウグ
イ，アカザ 
など 

鳥類 

カワガラス，ミソサ
ザイ，キセキレイな
ど 

底生動物（肉食） 

サワガニ，コオニヤン
マ，ヘビトンボ，モン
キマメゲンゴロウ 
など 

昆虫類（肉食） 

オニヤンマ，シオカラトンボ，オ
オカマキリ，アカサシガメ，ハン
ミョウ，ナミテントウ，キイロス
ズメバチ，ウシアブ など 

両生類 

タゴガエル，ツチガエ
ル，カジカガエルなど 

爬虫類 

シマヘビ，ヤマカガ
シ，ヒバカリなど 

鳥類（肉食） 

ホトトギス，
コノハズク，
アオゲラ，イ
ワツバメ，セ
ンダイムシク
イ，カケス 
など 

哺乳類（雑食） 

テン，イタチ属の一種
など 

アオバト，
シジュウ
カラ，イカ
ルなど 

哺乳類(草食・雑食） 

ノウサギ，ハ
タネズミ，ア
カネズミ，ア
ナグマ など 

鳥類（雑食） 

昆虫類 底生動物 
分解者 

オオオサムシ,クロシデムシ,センチコガネなど ニッポンヨコエビなど 

両生類 

ブチサン
ショウウ
オ など 

猛禽類（肉食）注） 
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(3) 地域を特徴づける生態系の注目種 

注目種は，「上位性」，「典型性」，「特殊性」の視点から整理を行い，表 7-12-5 に示すよう

に抽出しました。 

 

表7-12-5 注目種の抽出 

項目 陸域生態系 水域生態系 

上位性 
生態系を形成する生物群集において栄養段

階の上位に位置する種を対象とした。 
テン カワガラス 

典型性 

生態系の特徴を典型的に表す種を対象とし

た。具体的には，動植物調査範囲及びその

周辺に優占する動植物種・群落，個体数が

多い動物種等が該当する。 

タゴガエル タカハヤ 

特殊性 
特殊な環境要素や特異な場に分布・生育が

強く規定される種・群集を対象とした。 
カビゴケ ブチサンショウウオ 

 

 

【陸域生態系】 

ア 上位性 

陸域生態系における上位性の注目種は，調査範囲に広く分布が確認されたテンを抽出しま

した。 

イ 典型性 

陸域生態系における典型性の注目種は，調査範囲に広く分布し，個体数が多く確認された

タゴガエルを抽出しました。 

ウ 特殊性 

陸域生態系における特殊性の注目種は，暖かく空中湿度の高い渓谷のシダや常緑樹の葉上に

着生する特異な生態をもつカビゴケを抽出しました。 

【水域生態系】 

ア 上位性 

水域生態系における上位性の注目種は，調査範囲の渓流において飛翔が確認されたカワガ

ラスを抽出しました。 

イ 典型性 

水域生態系における典型性の注目種は，調査範囲の渓流に広く分布しているタカハヤを抽

出しました。 

ウ 特殊性 

水域生態系における特殊性の注目種は，成体は陸上で生活し，繁殖を渓流でおこない，幼

生を水中で過ごすブチサンショウウオを抽出しました。 
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7-12-3 予測及び評価 

(1) 予測及び評価の手順 

生態系の予測方法の概要は表7-12-6に，予測・評価の手順は図7-12-4に示すとおりです。 

 

表7-12-6 生態系の予測手法の概要 

内容 予測事項 予測方法 予測地域 予測時期 

工事の実施 
造成等の施工によ

る一時的な影響 

地盤の掘削によ

る生態系の構造

や関連性 

現地調査結果，

類似事例等によ

る定性予測 

事業計画地周辺

及び下流河川 
工事期間中 

存在・供用 最終処分場の存在 

最終処分場の出

現による生態系

の構造や関連性 

現地調査結果，

類似事例等によ

る定性予測 

事業計画地周辺

及び下流河川 
埋立期間中 

 

 

 

 

 

図7-12-4 生態系の予測・評価フロー 

注目種の分布状況と 

事業計画の重ね合わせ 

予 測 

注目種及びその生息・生育環境

の消滅・改変の程度 

事業計画 

・工事の実施 

・存在・供用 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
予 測 

評 価 

環境保全 
措置の検討 

生態系の注目種（上位

性・典型性・特殊性）の

確認状況 

改変される 

又は一部が改変される 

環境保全措置の検討 

事後調査の検討 

評 価 

事業実施による影響の回避・低減が 

事業者の実行可能な範囲でなされているか 

環境保全措置の効果に 

不確実性がある 

環境保全措置の効果に 

不確実性がない 

改変は極めて小さい 

又は改変されない 

 
 

事後調査
の検討 
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(2) 予測 

ア 予測事項 

予測項目は，「工事の実施」及び「存在・供用」に伴う，生態系の注目種（上位性・典型

性・特殊性）及びその生息・生育環境の消滅・改変の程度としました。 

 

イ 予測対象 

予測対象は，生態系の注目種（上位性・典型性・特殊性）としました。予測対象は，表

7-12-7に示すとおりです。 

 

表7-12-7 生態系の予測対象種 

項目 陸域生態系 水域生態系 

上位性 テン カワガラス 

典型性 タゴガエル タカハヤ 

特殊性 カビゴケ ブチサンショウウオ 

 

ウ 予測地域 

予測地域は，事業計画地及びその周辺200mとしました。 

 

エ 予測時期 

予測時期は，表7-12-8に示すとおりです。 

 

表7-12-8 生態系の予測時期 

区分 予測時期 

工事の実施 工事期間中 

存在・供用 廃棄物の埋立期間中 

 

オ 予測方法 

生態系の注目種の確認地点（または確認状況から推定される生息・生育範囲）と工事の実

施中及び存在・供用時の事業計画を重ね合わせることにより，生態系の注目種及びその生育

環境の変化の程度を現地調査結果，類似事例等をもとに定性的に予測しました。 
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カ 予測結果 

(ｱ) 陸域生態系 

(a) 上位性（テン） 

「工事の実施」及び「存在・供用」による陸域生態系の上位性の注目種であるテンへの影

響の予測結果は以下のとおりです。 

【上位性の注目種の概要】 

陸域生態系の上位性の注目種として選定したテンは，野ネズミ

やノウサギ，鳥類，昆虫類，植物等を広く餌とする哺乳類で，

広島県内では，市街地を除いて広く分布しています。 

木登りが得意で動作も素早いですが，野外で出会ってもあまり

人を恐れません。糞を道端の石の上など目に留まるように排泄

し，同じ地点に新しいもの古いものが見られることもあり，な

わばりを誇示しています。 

【確認状況】 

調査範囲においては，多くの地点で糞が確認されており，事業計画地及びその周辺にお

いて，本種は広く分布しているものと考えられます。とくに，恵下谷林道等の車輌が通行

可能な林道では，本種の糞が多く確認されていることから，移動経路として利用している

ものと考えられます。 

【予測結果】 

「工事の実施」及び「存在・供用」により，テンの分布域の一部が消失又は改変される

ことになります。また，テンの餌となる小型動物や植物の分布環境の一部が改変されるこ

とになります。 

 

 

図7-12-5 テンの確認状況と事業計画の重ね合わせ 

凡 例 

テンの生息痕跡 

確認地点 

 
 

 

S=1:25,000 

 

他地域で確認された個体 

この地図は，国土地理院長の承認を得て，同院発行の1：25,000(地形図)を複製したものです。       

（承認番号 平22 中複 第33号） 
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(b) 典型性（タゴガエル） 

「工事の実施」及び「存在・供用」による陸域生態系の典型性の注目種であるタゴガエル

への予測結果は以下のとおりです。 

【典型性の注目種の概要】 

陸域生態系の典型性の注目種として選定したタゴガエルは，広

島県では，島しょ部から内陸，県北の山地まで広く分布してい

ます。 

4 月下旬～5 月上旬に小渓流沿いのミズがわき出るガレ場の石

の下や斜面の穴の奥，水の流れる山道の敷石の下などで雄が

「グッグッ･･ゴッゴッゴッ」と鳴いて雌を呼びます。 

【確認状況】 

事業計画地及びその周辺においても，個体や鳴き声などが多くの地点で確認されており，

広く分布しているものと考えられます。 

【予測結果】 

「工事の実施」及び「存在・供用」により，タゴガエルの分布域の一部が消失又は改変

されることになります。また，タゴガエルの餌となる小型昆虫類等の分布環境の一部が改

変されることになります。 

 

(c) 特殊性（カビゴケ） 

「工事の実施」及び「存在・供用」に係る陸域生態系の特殊性の注目種であるカビゴケへ

の影響の予測結果は以下のとおりです。 

【特殊性の注目種の概要】 

陸域生態系の特殊性の注目種として選定したカビゴケは，湿度

の高い渓谷の常緑樹やシダの葉の上などに着生する蘚苔類で

す。広島県内では，広島市や竹原市，廿日市市，宮島町などで

生育が確認されています。 

 

【確認状況】 

事業計画地及びその周辺では，湿度の高い林内を中心に，改変区域で8箇所，事業計画

地で4箇所，事業計画地周辺で1箇所で生育が確認されました。なお，調査範囲以外では，

恵下谷川沿いの樹木の葉上で，本種が広く確認されました。 

【予測結果】 

「工事の実施」及び「存在・供用」により，改変区域で確認されたカビゴケの確認地点

8箇所が改変されます。 

 

 

現地調査で確認された個体 

現地調査で確認された個体 
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(ｲ) 水域生態系 

(a) 上位性（カワガラス） 

「工事の実施」及び「存在・供用」に係る水域生態系の上位性の注目種であるカワガラス

への影響の予測結果は，以下のとおりです。 

【上位性の注目種の概要】 

水域生態系の上位性の注目種として選定したカワガラスは，広

島県内では山間部の渓流などに広く分布し，水生昆虫や小魚，

甲殻類などを餌としています。 

 

 

【確認状況】 

事業計画地及びその周辺においても，渓流状を飛翔する個体が目視及び鳴き声により確

認されています。 

【予測結果】 

「工事の実施」及び「存在・供用」により，カワガラスの分布域となっている渓流の一

部が消失又は改変することになります。また，カワガラスの餌となる水生昆虫や小魚，甲

殻類等の分布環境の一部を改変することになります。 

 

(b) 典型性（タカハヤ） 

「工事の実施」及び「存在・供用」に係る水域生態系の典型性の注目種であるタカハヤへ

の影響の予測結果は以下のとおりです。 

【典型性の注目種の概要】 

水域生態系の典型性の注目種として選定したタカハヤは，広島

県では全域に分布していますが，上流域の谷川や細流を主な分

布域としています。 

 

 

【確認状況】 

事業計画地及びその周辺においても，個体の目視や捕獲により，広く確認されています。 

【予測結果】 

「工事の実施」及び「存在・供用」によりタカハヤの，分布域の一部を消失又は改変す

ることになります。また，タカハヤの餌となる水生昆虫類等の分布環境の一部を改変する

ことになります。 

 

現地調査で確認された個体 

他地域で確認された個体 
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(c) 特殊性（ブチサンショウウオ） 

「工事の実施」及び「存在・供用」に係る水域生態系の特殊性の注目種であるブチサンシ

ョウウオへの影響の予測結果は以下のとおりです。 

【特殊性の注目種の特徴】 

水域生態系の特殊性の注目種として選定したブチサンショウ

ウオは，水のきれいな小渓流に分布する流水性の小型サンショ

ウウオで，広島県内では，沿岸部から中国山地まで，ほぼ全域

に分布しています。 

４月中旬～５月下旬に成熟した雌雄が源流近くに集まり，雌が

石の裏等に一対の卵のう（卵を包む袋）を産み付けます。孵化

した幼生は７月下旬頃に産卵場所下流のたまり等に現れます。 

【確認状況】 

事業計画地及びその周辺では，渓流部で幼生及び成体が確認されました。また，事業計

画地下流側の支川においても幼生が確認されており，本種は恵下谷川の支川周辺に広く分

布していると考えられます。なお，現地調査での確認地点は，産卵場所から下流側へ幼生

が流れ出した地点であり，本種の産卵場所は幼生が確認された地点の渓流の上流側に存在

すると考えられます。 

【予測結果】 

「工事の実施」及び「存在・供用」によりブチサンショウウオの生息環境の一部が消失

又は改変されることになります。 

特に，幼生が確認された渓流部は本種の繁殖場所であり，その一部が改変されるため，

事業実施により事業計画地及びその周辺に生息するブチサンショウウオに影響が生じる

ものと予測されます。また，昆虫類や底生動物等のブチサンショウウオの餌動物の分布環

境の一部を改変することになります。 

 

 

 

 

現地調査で確認された個体 
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(3) 環境保全措置の検討 

ア 環境保全措置の検討の状況 

予測の結果，事業の実施により生態系の注目種及びその生息環境に及ぼす影響があると予

測されるものについて，環境への影響を回避又は低減することを目的として，環境保全措置

の検討を行いました。 

保全対象とする生態系の注目種を表7-12-9に，予測結果を踏まえた環境保全措置の検討の

状況は表7-12-10に示すとおりです。 

 

表7-12-9 保全対象の抽出結果 

区分 項目 種名 確認状況注1) 予測結果注2) 保全対象注3) 

陸域生態系 上位性 テン ◇ △ ● 

典型性 タゴガエル ◇ △ ● 

特殊性 カビゴケ ◇ △ ● 

水域生態系 上位性 カワガラス ◇ △ ● 

典型性 タカハヤ ◇ △ ● 

特殊性 ブチサンショウウオ ◇ △ ● 

合計 6種 － － 6種 

注1）確認状況は，以下の状況を示す。 

■：改変区域のみで確認された， □：改変区域以外で確認された， 

◇：改変区域を含む事業計画地及びその周辺で広く確認された 

注2）予測結果は，以下の状況を示す。 

◎：生息・生育環境は改変されない，  ○：生息・生育環境の改変は極めて小さい， 

△：生息・生育環境の一部が改変される，×：生息・生育環境は改変される 

注3）予測結果を踏まえた環境保全措置が必要な保全対象種 
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表7-12-10 環境保全措置の検討の状況 

環境保全措置 実施の適否 適否の理由 

廃棄物搬入車両等及び工事

関係車両の搬入経路の検討 

適 

モミの大木やカビゴケが分布する自然度の高い

恵下谷川沿いの植物の多様性を確保するために，

廃棄物搬入車両等及び工事関係車両の搬入経路

として恵下谷川沿いを利用しないこと等，土地の

改変を減らすことにより，植物への影響の回避又

は低減が見込まれます。 

個体の移動 

適 

工事着手前に改変区域内のブチサンショウウオ

の生息状況を調査し，必要に応じて専門家の助言

を受けながら，改変区域外の適切な場所へ移動さ

せることにより，事業計画地及びその周辺におけ

る個体群の維持が見込まれます。 

濁水発生の低減 

 

適 

工事期間中に濁水処理施設等を設置する等，「降

雨による水の濁り」で実施する環境保全措置を行

うことにより，工事に伴う濁水の発生が低減さ

れ，水域を主な生息域とするタカハヤや，カワガ

ラスの餌となる水生昆虫類の生息環境の保全が

見込まれます。 

雨水側溝の工夫 

 適 

小型動物（哺乳類，爬虫類，両生類等）が脱出可

能な構造（スロープ等）をもつ雨水側溝を採用す

ることで，転落した小型動物が脱出できる経路が

確保されると見込まれます。 

残地森林の間伐 

適 

現在スギ・ヒノキの植林地として放置されている

残地森林部を間伐等により適切に維持管理する

ことにより，動植物の多様性の確保が見込まれま

す。 

在来種による法面緑化 

 
適 

工事で出現する切土・盛土箇所については，在来

種による緑化を行い，改変区域と周辺の植生を調

和させることにより，改変区域に隣接して生息・

生育している動植物への影響の低減が見込まれ

ます。 

照明の工夫 

 適 

工事中及び供用時の照明の位置，点灯時期，光源

（LED照明等），形状等を工夫することにより，照

明による動物への影響の低減が見込まれます。 

低騒音・低振動型建設機械

の積極的な採用 適 

低騒音・低振動型建設機械を積極的に採用するこ

とにより，工事に伴う動物の生息環境への騒音・

振動影響の低減が見込まれます。 
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イ 環境保全措置の実施主体，方法その他の環境保全措置の実施の内容 

(ｱ) 保全対象に対する環境保全措置 

保全対象に対する環境保全措置として実施する内容は，表 7-12-11 に示すとおりです。な

お，環境保全措置の実施者は事業者です。 

 

表7-12-11(1) 環境保全措置の内容（廃棄物搬入車両等及び工事関係車両の搬入経路の検討） 

実施内容 

種類 廃棄物搬入車両等及び工事関係車両の搬入経路の検討 

保全対象 動植物全般 

位置 事業計画地全体 

保全措置の効果 

モミの大木やカビゴケが分布する自然度の高い恵下谷川沿いの植物の

多様性を確保するために，廃棄物搬入車両等及び工事関係車両の搬入

経路として恵下谷川沿いを利用しないこと等，土地の改変を減らすこ

とにより，植物への影響が回避又は抑制されます。 

効果の不確実性 効果の不確実性はありません。 

他の環境への影響 
当環境保全措置の実施に起因する他の環境への影響はないと考えられ

ます。 

 

表7-12-11(2) 環境保全措置の内容（個体の移動） 

実施内容 

種類 個体の移動 

保全対象 ブチサンショウウオ 

位置 事業計画地内の改変区域の渓流部，改変区域周辺の渓流部 

保全措置の効果 

工事着手前に改変区域内のブチサンショウウオの生息状況を調査し，

専門家の助言を受けながら，改変区域外の適切な場所へ移動させるこ

とにより，事業計画地及びその周辺における個体群が維持されます。 

効果の不確実性 効果に不確実性があります。 

他の環境への影響 
当環境保全措置の実施に起因する他の環境への影響はないと考えられ

ます。 
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表7-12-11(3) 環境保全措置の内容（濁水発生の低減） 

実施内容 

種類 濁水発生の低減 

保全対象 タカハヤ・カワガラス等水域生態系の構成種 

位置 事業計画地下流河川 

保全措置の効果 

工事期間中に濁水処理施設等を設置する等，「降雨による水の濁り」で

実施する環境保全措置を行うことにより，工事に伴う濁水の発生が低

減され，水域を主な生息域とするタカハヤや，カワガラスの餌となる

水生昆虫類の生息環境への影響が抑制されます。 

効果の不確実性 効果の不確実性はありません。 

他の環境への影響 
当環境保全措置の実施に起因する他の環境への影響はないと考えられ

ます。 

 

表7-12-11(4) 環境保全措置の内容（雨水側溝の工夫） 

実施内容 

種類 雨水側溝の工夫 

保全対象 小型動物（哺乳類・爬虫類・両生類等） 

位置 事業計画地内の改変区域 

保全措置の効果 

小型動物（哺乳類，爬虫類，両生類等）が脱出可能な構造（スロープ

等）をもつ雨水側溝を採用することにより，転落した小型動物が脱出

できる経路が確保されます。 

効果の不確実性 効果の不確実性はありません。 

他の環境への影響 
当環境保全措置の実施に起因する他の環境への影響はないと考えられ

ます。 

 

 

(ｲ) 事業実施段階の環境保全措置 

事業実施段階の環境保全措置として実施する内容は，表7-12-12に示すとおりです。なお，

環境保全措置の実施者は事業者です。 

 

表7-12-12(1) 環境保全措置の内容（残地森林の間伐） 

実施内容 

種類 残地森林の間伐 

保全対象 動植物全般 

位置 事業計画地内の残地森林部 

保全措置の効果 

現在スギ・ヒノキの植林地として放置されている残地森林部を間伐等

により適切に維持管理することにより，動植物の多様性が確保されま

す。 

効果の不確実性 効果の不確実性はありません。 

他の環境への影響 
当環境保全措置の実施に起因する他の環境への影響はないと考えられ

ます。 
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表7-12-12(2) 環境保全措置の内容（在来種による法面緑化） 

実施内容 

種類 在来種による法面緑化 

保全対象 動植物全般 

位置 事業計画地内の改変区域（特に切土・盛土工事箇所） 

保全措置の効果 

工事で出現する切土・盛土箇所については，在来種による緑化を行い，

改変区域と周辺の植生を調和させることにより，改変区域に隣接する

動植物の生息・生育への影響が低減されます。 

効果の不確実性 効果の不確実性はありません。 

他の環境への影響 
当環境保全措置の実施に起因する他の環境への影響はないと考えられ

ます。 

 

表7-12-12(3) 環境保全措置の内容（照明の工夫） 

実施内容 

種類 照明の工夫 

保全対象 動物全般 

位置 事業計画地内の改変区域 

保全措置の効果 
照明の位置，点灯時期，光源（LED照明等），形状等を工夫することに

より，照明による動物への影響が抑制されます。 

効果の不確実性 効果の不確実性はありません。 

他の環境への影響 
当環境保全措置の実施に起因する他の環境への影響はないと考えられ

ます。 

 

表7-12-12(4) 環境保全措置の内容（低騒音・低振動型建設機械の積極的な採用） 

実施内容 

種類 低騒音・低振動型建設機械の積極的な採用 

保全対象 動物全般 

位置 事業計画地内の改変区域 

保全措置の効果 
低騒音・低振動型建設機械を積極的に採用することにより，工事に伴

う動物全般の生息環境への騒音・振動の影響が低減されます。 

効果の不確実性 効果の不確実性はありません。 

他の環境への影響 
当環境保全措置の実施に起因する他の環境への影響はないと考えられ

ます。 
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(4) 評価 

ア 回避又は低減に係る評価 

環境保全措置の実施により，本事業による生態系への影響が回避又は低減されているか否

かについて評価しました。評価結果は以下のとおりです。 

本事業の計画・設計にあたっては，埋立てによる谷部の改変を必要最小限とする計画とし

ています。 

生態系の注目種に対する環境保全措置としては，事業計画の検討時に，自然度の高い恵下

谷川沿いの植物の多様性を確保するために，廃棄物搬入車両等及び工事関係車両の搬入経路

として恵下谷川沿いを利用しないこと等により，土地の改変を減らすことで植物への影響の

回避又は低減を図ることとします。 

改変区域に生息するブチサンショウウオに対しては，回避・低減措置がとれないため，工

事着手前に改変区域内の生息状況を調査し，専門家の助言を受けながら，代償措置として適

切な場所へ移動させることとしています。 

河川を主な生息環境とするタカハヤや，採餌環境が河川周辺であるカワガラスに対しては，

工事中及び供用時の下流河川への濁水対策をおこなうことで，生息環境の維持を図ることと

しており，雨水側溝の工夫により，転落した小動物の脱出対策を図ることとしています。 

また，残地森林の間伐等により動植物の多様性を確保し，テンの生息環境やタゴガエルの

繁殖環境等の維持を図ることとしています。 

さらに，事業実施段階での環境保全措置として，在来種による法面緑化，照明の工夫や騒

音・震動影響の低減などを併せて実施する計画にしています。 

以上のことから，生態系への影響を回避又は低減した計画であると評価します。 
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(5) 事後調査 

ア 事後調査の必要性 

予測結果を踏まえた環境保全措置の効果に不確実性が伴うものについて，環境保全措置の

効果を検証するために事後調査を実施します。 

 

イ 事後調査の概要 

事後調査の概要は，表7-12-13のとおりです。 

 

表7-12-13 事後調査の概要 

調査項目 調査内容 実施主体 

ブチサンショウウオの移動個体

の定着状況 

改変区域から周辺の渓流部に移動させたブチ

サンショウウオの定着状況を，専門家の助言を

受けながら追跡調査し，必要に応じて適切な対

応をとります。 

· 調査時期：工事着手当初，供用後 
· 調査地域：個体の移動先の渓流部周辺 
· 調査手法：現地調査による確認 

事業者 

 

ウ 事後調査により影響の程度が著しいことが明らかとなった場合の対応方針 

生態系の状況に，現段階で予測し得なかった著しい影響が生じた場合は，事業者が関係機

関と協議し，専門家の助言を得て追加調査を行い，適切な措置を講じます。 
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7-13  景観 

7-13-1 調査内容 

事業計画地及びその周辺の景観の状況を把握するため，景観資源の状況や主要な眺望点の

状況並びに主要な眺望景観の状況を現地踏査や写真撮影により行いました。 

調査内容及び調査位置は，表7-13-1及び図 7-13-1のとおりです。 

 

表7-13-1 調査内容 

内容 調査方法 地点 実施頻度 調査日 

景観資源の状況 

現地踏査及

び写真撮影 

2地点 

（恵下谷林道， 

東郷山登山道） 

2季 

秋季 平成21年(2009年)11月15日(日) 

主要な眺望点の状況 

春季 平成22年(2010年)5月1日(土) 
主要な眺望景観の状況 

 

 

図 7-13-1 調査位置図 

 

この地図は，国土地理院長の承認を得て，同院発行

の1：25,000(地形図)を複製したものです。 

（承認番号 平22 中複 第33号） 
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7-13-2 調査結果 

(1) 景観資源の状況 

事業計画地及びその周辺の土地利用は，大部分が国有林や民有林であり，森林や樹木の自

然性の景観資源がほとんどです。 

特筆すべき景観資源としては，図7-13-2のとおり東郷山登山道沿いに特定植物群落である

「恵下谷山コウヤマキ植物群落保護林」と「恵下谷山林木遺伝資源保存林」が存在します。 ま

た「恵下谷山林木遺伝資源保存林」内には，林野庁が「森の巨人たち百選」として選定した

四本杉が存在します。 

 

 

図7-13-2 景観資源位置図 

この地図は，国土地理院長の承認を得て，同院発行の1：25,000(地形図) 

を複製したものです。       （承認番号 平22 中複 第33号） 
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(2) 主要な眺望点の状況 

現地踏査及び写真撮影により，事業計画地を視認できる眺望点の存在を調査しました。 

主要な眺望点からの状況は， 図7-13-3，図7-13-4のとおりです。 

 

図7-13-3 主要な眺望点からの状況 

 

 

 

この地図は，国土地理院長の承認を 

得て，同院発行の1：25,000(地形図) 

を複製したものです。 

（承認番号 平22 中複 第33号） 
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事業計画地の北西に位置する国道 433号沿いの湯来町の集落からは， 図7-13-3のとおり

稜線の陰となり事業計画地は視認できません。また，国道 433 号沿いには主要な眺望点も存

在しません。 

恵下谷林道は，恵下谷川沿いの谷部を九十九
つ づ ら

折りに上がっていくため，事業計画地を見通

すことはできず，事業計画地境界地点で初めて，事業計画地が視界に入ります。(写真-①参

照) 

恵下谷林道から東郷山山頂に至る登山道は，両側を木立ちに囲まれており，ルートを通し

て視界は開けないまま四本杉，東郷山山頂まで至ります。(写真-②～⑥参照) 

従って，事業計画地及びその周辺で，周囲を見渡すことのできる眺望点は，四本杉及び東

郷山山頂のみとなります。 

 

① 事業計画地までの距離：0.1km ② 事業計画地までの距離：0.4km 

  
③ 事業計画地までの距離：1.1km ④ 事業計画地までの距離：1.6km 

  
⑤ 事業計画地までの距離：2.0km ⑥ 事業計画地までの距離：2.7km 

  

注) 図中番号は図7-13-3に対応 

図7-13-4 眺望点調査結果 
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(3) 主要な眺望景観の状況 

「(2)主要な眺望点の状況」の調査結果より，事業計画地及びその周辺で事業計画地を視認

できる可能性のある地点において景観の状況を調査しました。調査地点は，図7-13-5のとお

り事業計画地南西側境界及び四本杉並びに東郷山山頂の3箇所としました。景観調査結果は，

表 7-13-2(1)，(2)，(3)のとおりです。恵下谷林道(No.1 地点)からは，事業計画地の一部が

視認されることとなりますが，四本杉(No.2)，東郷山山頂(No.3地点)からは視認できません。 

 

 

図7-13-5 眺望景観調査位置図 

 

この地図は，国土地理院長の承認を得て，同院発行の1：25,000(地形図) 

を複製したものです。       （承認番号 平22 中複 第33号） 
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表7-13-2(1) 景観調査結果 

視点 No.1【恵下谷林道】 

事業計画地 

までの距離 
0.1km 

利用の状態 
利用者属性：恵下谷林道及び東郷山登山道の利用者，山林の管理者 

利用形態 ：散歩，健康維持，山登り，山林の管理 

眺望対象 谷，周囲の山，雑木林，背後の空 

眺望方向 
・林道の進行方向に沿って北東方向に視野が開けていることから，事業

計画地を視認することができます。 

主要な景観構成要素 ・景観は林道や杉林及び雑木林，背後の空で構成されています。 

視認性解析 
・事業計画地方向は，谷を中心としてわずかに視界が開けているため，

事業計画地の視認が可能な状態となっています。 

平成22年(2010年)5月1日 【撮影方位：北東】 

 

 

 

事業計画地 
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表7-13-2(2) 景観調査結果 

視点 No.2【四本杉】 

事業計画地 

までの距離 
2.0km 

利用の状態 
利用者属性：恵下谷林道及び東郷山登山道の利用者，山林の管理者 

利用形態 ：散歩，健康維持，山登り，山林の管理 

眺望対象 四本杉，杉林，周囲の山，雑木林，遠景の山，背後の空 

眺望方向 
・四本杉を視界にいれた北北東方向の眺望において，四本杉から左側の

視界が開けています。 

主要な景観構成要素 ・景観は四本杉及び杉林と雑木林で構成されています。 

視認性解析 

・四本杉や恵下谷山林木遺伝資源保存林などの特定植物群落内に位置す

ることから，全体的に豊かな自然のイメージがあります。事業計画地

方向は四本杉の陰となり，周辺に雑木林が茂っていることから,事業計

画地を視界に捉えることは困難です。 

 また，四本杉を背にして事業計画地方向を見据えた場合も同様に雑木

林が茂っていることから，事業計画地を視野に捉えることは困難です。 

平成22年(2010年)5月1日 【撮影方位：北北東】 

 

 

事業計画地 



7-13-8 

表7-13-2(3) 景観調査結果 

視点 No.3【東郷山山頂】 

事業計画地 

までの距離 
2.7km 

利用の状態 
利用者属性：東郷山山頂又は四本杉の利用者 

利用形態 ：散歩，健康維持，山登り 

眺望対象 周囲の山，ブナ林，雑木林 

眺望方向 
・南西方向に眺望が開け，広島市街地を見下すことができます。 

・事業計画地がある北北東方向は樹木が茂った状態です。 

主要な景観構成要素 
・景観は雑木林，ブナ林等の広葉樹林，周囲の山，背後の空で構成され

ています。 

視認性解析 

・ブナ林等の広葉樹が茂り自然豊かなイメージです。事業計画地の方向

は樹木が茂り，背後には樹間からわずかに空を視認することができま

すが，事業計画地を視界に捉えることは困難です。 

平成22年(2010年)5月1日 【撮影方向：北北東】 

 

 

事業計画地 
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7-13-3 予測及び評価 

存在・供用時において，最終処分場の存在により周辺への影響が考えられることから，環

境影響評価項目として選定しました。 

景観の予測手法の概要は，表7-13-3のとおりです。 

 

表7-13-3 景観の予測手法の概要 

内   容 予測事項 予測方法 予測地域 予測時期 

存在・供用 
最終処分場

の存在 

景観構成要素の消

滅の有無及び改変

の程度 

フォトモンタ

ージュの作成

による予測 

事業計画地

周辺 
埋立期間中 

 

(1) 存在・供用 

ア 最終処分場の存在 

(ｱ) 予測方法 

フォトモンタージュ法とは，現況写真に事業計画地のイメージを合わせるなど写真を合成

する手法です。限られた視点からの景観をあらかじめ検討する場合に有効な手法であること

から，予測はフォトモンタージュ法を用いて実施しました。 

予測フローは，図 7-13-6のとおりとしました。 

 

 

図 7-13-6 予測フロー 
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(ｲ) 予測地点の選定 

予測地点は，「7-13-2 調査結果」による事業計画地の視認性により選定しました。予測地

点の選定結果は表7-13-4のとおりです。 

事業計画地の南西側境界付近の恵下谷林道(No.1地点)からは，最終処分場の一部が視認で

きますが，四本杉(No.2地点)及び東郷山山頂(No.3地点)からは，樹木に遮られ事業計画地を

視認することはできません。 

よって，予測地点は事業計画地南西側境界の恵下谷林道(No.1地点)としました。 

 

表7-13-4 景観調査結果(抜粋) 

視点 

事業計画地

までの距離

(km) 

視認性解析 主要な景観構成要素 
事業計画地 

の視認の可否 

No.1 0.1 

・事業計画地方向は，谷を中心

としてわずかに視界が開け

ているため，事業計画地の視

認が可能な状態となってい

ます。 

・景観は林道や杉林

及び雑木林，背後

の空で構成され

ています。 

可 

NO.2 2.0 

・四本杉や恵下谷山林木遺伝資

源保存林などの特定植物群

落内に位置することから，全

体的に豊かな自然のイメー

ジがあります。事業計画地方

向は四本杉の陰となり，周辺

に雑木林が茂っていること

から,事業計画地を視界に捉

えることは困難です。 

・また，四本杉を背にして事業

計画地方向を見据えた場合

も同様に雑木林が茂ってい

ることから，事業計画地を視

野に捉えることは困難です。 

・景観は四本杉及び

杉林と雑木林で構

成されています。 

否 

No.3 2.7 

・ブナ林等の広葉樹が茂り自然

豊かなイメージです。事業計

画地の方向は樹木が茂り，背

後には樹間からわずかに空

を視認することができます

が，事業計画地を視界に捉え

ることは困難です。 

・景観は雑木林，ブ

ナ林等の広葉樹

林，周囲の山，背

後の空で構成さ

れています。 

否 
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(ｳ) 予測結果 

景観予測は，フォトモンタージュ法により予測画像を作成し，現況と将来を比較すること

により，景観の変化状況を視覚的に整理し，その結果は図 7-13-7のとおりです。 

 

【現況】 

 

【将来】 

 

【予測結果】 

・現況における視界の上半分のうち左側の雑木林と視界奥の谷部の雑木林が最終処分場の

門扉及びフェンス並びに防災調整池の法面と道路法面に置き換わることになり,視界の

5割程度が改変されます。 

・景観構成要素のうち林道や視界右側の杉林はほとんど変化がなく，一方視界左側の雑木

林のほとんどが造成林に置き換わり，視界奥部に少し見えていた空は大きく広がりま

す。 

・以上より，完全に消滅する景観構成要素はなく，置き換わる景観もほとんどが法面や造

成林であり，積極的に緑化を行うことから，視界奥の門扉・フェンスやブロック等の人

工構造物も，圧迫感はありません。 

図 7-13-7 予測結果 (NO.1地点) 
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(ｴ) 環境保全措置の検討 

a 環境保全措置の検討の状況 

予測結果より，埋立地の存在による景観への影響を回避又は低減することを目的として，

事業実施段階の環境保全措置の検討を行いました。環境保全措置の検討内容等は表 7-13-5

のとおりです。 

 

表7-13-5 環境保全措置の検討の状況 

環境保全措置 実施の適否 適否の理由 

工作物(門扉等)の周囲

の色彩との調和 
適 

工作物(門扉等)の色彩を周囲の色彩と調和を図るこ

とにより，工作物による圧迫感を改善することが見込ま

れます。 

法面緑化及び周辺植樹 適 

法面緑化を行うことにより，法面となる改変部分が目

立たなくなることが見込まれます。また，周辺植樹を行

うことにより，フェンスの基礎となるコンクリート部分

の視認が困難となり，目立たなくなることが見込まれま

す。 

代替樹種における在来

種の選定 
適 

周辺植樹を在来種で行うことにより，既存の雑木林と

の調和が図れると見込まれます。 

 

b 環境保全措置の実施主体，方法その他の環境保全措置の実施の内容 

環境保全措置の検討結果を踏まえ，表7-13-6～表7-13-8に示す環境保全措置を実施しま

す。なお，環境保全措置の実施者は事業者です。 

 

表7-13-6 環境保全措置の内容（工作物(門扉等)の周囲の色彩との調和） 

実施内容 

種類 工作物(門扉等)の周囲の色彩との調和 

位置 
事業計画地の南西側付近（主に，予測地点No.1付近から事業計画地方向

への景観） 

保全措置の効果 
工作物(門扉等)の色彩を周囲の色彩と調和を図ることにより，工作物に

よる圧迫感が抑制されます。 

効果の不確実性 効果の不確実性はありません。 

他の環境への影響 当環境保全措置の実施に起因する他の環境への影響はないと考えます。 
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表7-13-7 環境保全措置の内容（法面緑化及び周辺植樹） 

実施内容 

種類 法面緑化及び周辺植樹 

位置 
事業計画地南西側にある防災調整池の法面と周辺の雑木林（主に，予測

地点No.1付近から事業計画地方向の景観） 

保全措置の効果 

法面緑化を行うことにより，法面となる改変部分が目立ちにくくなりま

す。また，周辺植樹を積極的に行うことで，フェンスの基礎となるコン

クリートの部分の視認が困難となり，目立ちにくくなります。 

効果の不確実性 効果の不確実性はありません。 

他の環境への影響 当環境保全措置の実施に起因する他の環境への影響はないと考えます。 

 

表7-13-8 環境保全措置の内容（代替樹種における在来種の選定） 

実施内容 

種類 代替樹種における在来種の選定 

位置 
事業計画地南西側周辺の雑木林（主に，予測地点No.1付近から事業計画

地方向の景観） 

保全措置の効果 周辺植樹を在来種で行うことにより，既存の雑木林との調和が図れます。 

効果の不確実性 効果の不確実性はありません。 

他の環境への影響 当環境保全措置の実施に起因する他の環境への影響はないと考えます。 

 

(ｵ) 評価 

a 回避又は低減に係る評価 

本事業の実施にあたっては，環境保全措置として，工作物(門扉等)の周囲の色彩との調和，

法面緑化及び周辺植樹，代替樹種における在来種の選定を実施し，事業計画による景観の改

変を低減する計画としています。 

このことから，景観への影響を回避又は低減した計画であると評価します。 
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